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シ ロオ ビ ツ ツハ ナ バ チ と コ ツ ノ ツ ツハ ナ バ チ

の処 女 生 殖 に 関 す る 生 態 学 的 研 究*

平 嶋 義 宏

Biological studies on the parthenogenesis in Osmia excavata 
 Alf  ken and Osmia cornifrons (Radoszkowski) 

            (Hymenoptera, Megachilidae) 

                Yoshihiro Hirashima

1。 は じ め に

著者はシロオビツツ ハナバチOsmiaexcavataAlfkcnの 生熊を観察してその巣内にお

ける雌雄の産み分けを追求しているうちに,本 種の雌蜂は営巣に当つて雌雄を産み分ける

能力があるに違いないと思 うようになつた.し かもその場合,膜 翅目昆虫に一般に見られ

るように雄1不 授精卵から生ずるものであろ うと思われた.そ こで著者はそれを生態的に

立証する方法を考え,シロ オビツツハナバチ とコツノツツハナバチ(新 称)Osmiacorni-

frons(Radoszkowski)の 処 女蜂を放飼 して 営巣産卵させ,そ の処女生殖を 確かめたか

ら,こ こにその結果を報告 しておきたい.

本論に入るに先立ち,ツ ツハナバチ類の一連の研究に当つて常に御懇篤な御指導 を賜わ

つた恩師故江崎悌三教授,並 びに安松京三教授 に深甚な感謝の意を表 します.ま た兵庫農

科大学の岩田久二雄教授 には有益な御助言をいただき,東 京都の石川良輔氏(現 在当教室

大学院学生)に は本州(軽井沢)産 コツノツツハナバチの巣を快 く採集 していただきまし

た.厚 く御礼 申上 げます.

II.実 験 法の基礎 概 念

本実験はツツハナバチの処女生殖を生態的に追求立証 しよ うとするのであるから,そ の

基礎的な考えは処女蜂を放飼 して営巣産卵させるとい うことにつきる.ツ ツハナバチ類で

は成虫はそれぞれの繭内に蟄帰 して巣内で越年するから,処 女蜂を入手することはその巣

さえ得ることができれば極めて容易なことである.シ ロオビツツハナバチではすでに前年

の秋には羽化が行われているから,秋 から冬にかけて採集,保 存しておいた処女蜂を春先

活動期に入つてから野外に放飼すればよいわけであるが,し かし,野 外にシロオビツツハ

ナバチの雄がいてはその目的を達す ることはできない.し かも野外の雄をその活動期に人

為的に全滅させることは不可能なことであるから,野 外で自然に雄が死滅してから処女蜂

を活動させればよいことになる.シ ロオビツツハナバチの雄は雌 よりも遙かに短命である
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ことはすでに述べたとおりである.ま た本種の雌の活動期間は大凡1ヵ 月程度であつて,

営巣活動開始後1月 もたてば営巣を続ける雌蜂の数は急激に減少する.そ の頃には巣の近

辺或は花間 においてすでに雄蜂の姿をみかけることはできなくなる.従 つて越年中の雌蜂

を何等かの方法で制禦 してその活動期を1ヵ 月ばか りお くらせ,野 外の雄が死滅してから

この処女蜂を放つて営巣産卵させることができれば本実験の目的を達成することができる

筈である.こ の制禦の方法 としては著者は5℃ に調節された低温窒1)を利用した.

さて,低 温処理によつてシロオビツツ ハナバチの処女蜂の活動期を約1ヵ 月おくらせる

ことに成功 しても,そ の間に野外の雄が死滅 して,野 外には全 く雄がいないと断言できる

状態になるかどうかは実は疑わしい.そ れは1ヵ 月とい う期間が本種の活動範囲であると

い うことによるので,こ れが2ヵ 月ともなれば野外には雄が完全にいなくなると言つても

疑 う余地はなくなるに違いない.そ れでは処女蜂の放飼の時機を2ヵ 月近 く延長すればよ

いかと思われ るが,こ れには別の難点がある.か りに低温処理によつて処女蜂の活動期を

1月 半から2月 おくらせることに成功した としても,当 地方のシロオビツツハナバチの平

年の活動期から判断すれば,5月 中旬から下旬にかけて蜂を放つことにな り,従 つてそれ

らの活動期は5月中旬 から6月 中旬にわたるものと考えられ るが,こ の時期には当地方で

は有力な花粉 ・蜜源植物に乏しいのである.従 つて放飼時機を1月 以上延長することは満

足な実験結果を得 るためには不利である.実 際問題 としてこの放飼時機の決定がかな り難

しいように思われる.

この方法はシロオビツツハナバチを対称 として考案されたものであるが,こ れ とは別個

な方法も考えられ る.そ れは若 し当地方に産 しないツツハナバチが本邦の何処かに産すれ

ば,そ の蜂をその産地から採集 してきてその処女蜂だけを放飼すれば,そ の結果からは決

定的な結論が引出せる筈である.幸 なことに,本 邦にはこの実験のためにあつらえ向きの

種類が1種 ある.コ ツノツツハナバチがそれであつて,安 松 ・平嶋(1950)に よれば本種

はウヅスリー,朝 鮮 と本邦に分布するが,本 邦では本州にしか産しないとい う.そ こで著

者は本州産の コツノツツハナバチ の 巣を 入手 して,そ の処女蜂を放飼す る実験を併せ行

つた.

III.シ ロオ ビツツハ ナバ チの場合

1.1954年 度の実験

1954年 には果 して上述の方法で実験が成功するかどうかを確かめることを主眼 として低

温処理一放飼一観察を行つた.先 ず処女蜂放飼までの経過を示せば次の通 りである.

1954年1月23日 に繭に入つたままの雌蜂14匹 を5℃ の低温室に貯蔵した.1954年 の当地方にお

けるシロオビツツハナバチの営巣活動は気候が温暖であつたために平年より約10日 早く開始され,

従つて4月20日 頃にはすでに営巣活動の末期に近く,この頃にはすでに野外では雄をみかけなくな

つた.そ こでそろそろ処女蜂放飼の準備にかかり,4月22日 に低温室貯蔵中の処女蜂全部を7℃ の

冷蔵庫に移した・冷蔵庫にはその後氷の補充をしなかつたから,庫 内の温度は徐々に上昇し,放飼予

定日の4月25日 には最高15℃ まで昇ったが,当 日たまたま降雨があつたので放飼を延ばし,再 び

1)蚕 学教 室の所管にかか るものである.記 して謝意 を表す る.



冷 蔵庫 の温度を下げた.こ の間個体識別マー クをす る・4月27日 夕刻になつて天気が快復 したか ら,

18:30に 処 女蜂5匹 をガラス管に入れ,予 め用意 した巣 筒 と共 に予定地に放 置 した・勿論 この 日は 蜂

は活動 しなかつたが,翌28日09:30(快 晴,気 温160C)に は5匹 の うち4匹 が野、外に姿を消 してい

た.同 時刻 に更に残 りの9匹 を放置 したが,こ れ らの蜂は放 置後直ちに繭か ら脱出した・

こ の よ うな経 過 で,4月28日10.00ま で には す べ て の雌(14匹)が 野 外 に 飛 去 つ た わ け

であ るが,こ れ らの 蜂 が 放 置点 を飛 立 つ とき に定 位 飛 行 を行 つ た もの は10匹 観 察 した 中

に5匹 を数 え た だ け で あ る.さ て其 の 後 は,

4月28口 は巣(放 置点)の 近辺 に放置 した蜂の姿 を認 めず.29日 は雨.30日 には天気 が快復 した

が放飼蜂を認めず・5月1日 午後には じめて1匹 の放飼蜂が出没.5月2日 の午後 には更に も う1匹

の放飼蜂が営巣を開 始.5月3日 雨.5月4日 薄曇,前 記の2匹 のみ活動.5月5日 の午前中に3頭

目の放飼蜂が営巣開始.同 じ頃4頭 目が出没,こ れ はその日の午 後に定着 と確認

この よ うに して,5月5日 の 夕刻 まで に4匹 の放 飼 蜂 が放 飼 され た地 点 で営 巣 をは じめ

た が,残 りの10匹 は遂 に近 辺 に姿 を現 わ さ な か つた.こ の4匹 に よ る営 巣 結 果 を示 せ ば

第1表 の通 りで あ る.

2,1955年 度 の実 験

前 年 度 の実 験 に よれ ば,低 温 処 理 法 に よつ て 約1ヵ 月は シ ロオ ビ ツ ツハ ナ バ チ の活 動 期

を制 禦 す る こ とが 可能 で あ り,そ れ に よつ て処 女 蜂 営巣 が行 われ る こ とを知 つた が,放 飼

点 に営 巣 す る蜂 の 数 は 放 飼 した 蜂 の数 に比 して極 め て 少数 で あ る こ とが 注 目 され た.ま た

第1表 に も明 か な よ うに,処 女 蜂 営巣 に よ る結 果 はす べ て雄 が生 ず る もの の よ うに思 われ

る の で あ るが,し か し,NestNo.1に 雌 が 現 わ れ て い る こ とは,実 験 の失 敗,即 ち野 外

に雄 が 残 存 して い た結 果 交 尾 が行 われ た こ とに よ る のか,或 は不 授 精 卵 か ら も雌 が生 じ る

こ とが あ る のか(Mackensen(1943)を 参 照 せ よ),そ の どち らか に よ る もの と考え ら

れ るか ら,こ れ を 追求 す るに は で き るだ け 多 くの蜂 を使 つ て,し か も可能 な限 り活 動 期 を

延 長 して実 験 す る必 要 が あ る と考 え られ た.そ こで1955年 度 に は60匹 の処 女 蜂 を5月

9日 か ら1週 間 お き に3回 に亘 つ て放 飼 す る こ とに した.こ れ らの処 女 蜂 は2月8日 か ら

4～5℃ の低 温 室 に保 存 し,こ れ を20匹 宛3群 に分 け,そ れ ぞれ 赤 ・白 ・黄 の マ ー クを施

して お い た.こ のマー ク法 に よれ ば,群 の 間 の識 別 は容 易 で あ る が,個 体 間 の識 別 が 困難

とな る か ら,個 体 間 の識 別 の た め に は定 着 して営 巣 を は じ め た蜂 を捕 え て マ ー ク す る方 法

を とつ た.

A.第1回 の放飼1955年 の シ ロオ ビツツハナバ チの活動開始は 平年なみで,5月 上旬にはすで

に活動末期 に入つ てお り,花間 或は巣辺で全 く雄蜂 をみかけな く な つ た・ そ こで5月9日10:00

(晴天,気 温20℃)に,5℃ の低温室か ら取 出 した赤マー クつ きの20匹 の処女蜂をい きな り予 定

地に放置 した・ この実験では急激 に15℃ の温度 変化 が与え られ たわけ であ るが,こ れ らの蜂でその 日

に放置点 から飛去つた ものは7頭 を数え,残 り13頭 も翌5月10日 早朝には野外 に姿を消 した.

さて,こ れ らの放 飼蜂 は5月10日 の午 前中には早 くも数頭が巣の近 辺に出没 しはじ め,15:00に

は3匹 が営巣を開始,17:00ま でには更に3匹 が営巣をは じめ3匹 が定着 した・ これに よれば,5月

10日 に定着 した ものは9匹 であ るから,前 日中に野外 に姿 を没 した7匹 全部 が10日 に定着 した と仮

定 しても,10日 早朝に飛立 つ た蜂 の うち少 くとも2匹 がその 日に定着 した ことにな る.こ れ は前年度

の実験に比 較する と異状 に早い・その後5月13日 午 後 までに更に5匹 が営巣 をは じめたか ら,計14

匹が放飼点 に定着 した訳である.こ れ らの営巣結果を示せば第2表 の通 りであ る.



Table 1. Analyses of the nest composition built by the liberated virgin females of Osmia excavata Alfken in 1954.

Killed by the triungulin of a Meloid beetle. 

Egg unhatched. 

Egg not deposited.



Table 2. Analyses of the nest composition built by the liberated virgin females of Osmia excavata 

 Alf  ken in 1955. The results of the first liberation of 20 red marked bees.



Nest composition



Killed by the decease caused by an unknown bacterium. 

Egg unhatched. 

Egg not deposited. 

Killed by fungus. 

Killed by mite. 

Empty cell.

Table 3. Analyses of the nest composition built by the liberated virgin females of Osmia excavata 

        Alfken in 1955. The results of the second liberation of 20 white marked bees.



Killed by the decease caused by an unknown bacterium. 

Egg unhatched. 

Egg not deposited.

Table 4. Analyses of the nest composition built by the virgin females 
    of Osmia cornifrons (Radoszkowski) introduced from Honshu.

Killed by the triungulin of a Meloid beetle. 

Egg unhatched. 

Killed by the decease caused by an unknown bacterium. 

Egg not deposited. 

Empty cell.



B.第2回 の放飼2同 目には低温処理中 の残 りの2群 の うち,白 マ門クつ きの20匹 を5月16日

16:00(晴,気 温26℃)に5℃ の低温室か ら直 ちに野外に移 した.も とよ り当 日に飛去つた蜂はなかつ

たが,翌5月17日10:30(晴,22℃)ま でには17匹 が姿 を消 していた.12;00に は 更に1匹 が,

翌々18日 午前中 には残 りの2匹 も飛去つた・

さて,こ れ らの20匹 の蜂 の うち2～3匹 が5月18日 正午頃に放飼地点 の巣の近辺 に出没 しは じめ

たが,17:00ま で には1匹 の蜂 が定着 した.翌19日 に更に4匹 が営巣 を開始,結 局 この5匹 が定着 し

たのみである.こ れ らのほかに数匹 の蜂が出没 したが営巣 までにはいたらなかつた・ この5匹 による

営巣結 果を示せ ば第3表 の通 りであ る.

C・ 第3回 の放飼 低温処 理中の 残 りの1群,黄 マー クつ きの蜂20匹 を5月23日12:00(晴,気 温

25℃)に5℃ の低温室か ら直 ちに野外に移す.2時 間後に3匹 が飛去 り,夕 刻 までに更に7匹 が姿を

消 し,翌24目09:00ま でには残 り全部が野外に消 えた.

これ らの蜂の うち,5月24日15:00に1匹 の蜂が巣筒 の選択をは じめた.5月25日 夕刻には更 に

3匹 が,26日12:00に は 更に4匹 が,そ れぞれ営巣 をは じめているのを発見 した.第3回 の放飼 で

は20匹 中結局 この8匹 が定着 したのみである.

ところが,こ れ らの第3回 目に定着 した8匹 の蜂 の行動が,第1回,第2回 のそれに比 して特 に変

つ てい る点は,出 巣一帰巣一出巣の間隔が異状 に長 く,出 巣 から帰巣 までの1回 の花粉採 集に要す る

時・問 が2～3時間 に及ぶ ことが稀 でな く,ま た長時間の外出後花粉を採集 す ることな しに帰巣す る場

合 が多かつた・ この よ うな異状な行動は,第 一 に花粉 ・蜜源植物 の缺乏 に起因す るもの と推察 され た・

従つて これ らの8匹 の うち満足に巣 を完成 した ものは1匹 もな く,僅 かに1虫 室を完成 した蜂が1匹

あつたにすぎず,残 りの7匹 は第1虫 室 に少量の花粉を貯 め こんだだけで,も とよ り産 卵するこ とな

しに,6月10「1頃 には営巣を放棄す るに至 つた.こ の うち第1虫 室を完成 した蜂の営巣記録は 一5

月25日 午 前中に特定の、巣筒に しき りに出入を繰返 す.同 日午後には定着 と認む・ この巣 を5月31日

15:30に 切開いて内部 を調査 した ところ,未 衆卵,第1虫 室 には相当量の花粉 ・蜜が貯えてあつた・

同 日 々刻 に は 第2虫 室 の基 郡隔壁築造 のた めの土塊運搬 を行つ ていたか ら,産 卵は同 日16:00～

17:00の 問 と推定 とい う次第で,第1虫 室を完成す るのに実に1週間 を費 してい る.こ の卵は残

念 乍ら孵化 せずに終つ た.

IV.コツノツツ ハ ナ バ チ の 場 合

コ ツ ノ ツ ツハ ナ バチ の 生 態 は まだ観 察 され た記 録 が な い が,1954年 夏 に 長 野 県 軽井 沢 で

採 集 され た本 種 の 巣 を 同年 秋 に 入手,調 査 した結 果 で は,本 種 の 巣 の構 造,繭 の 性状 等 は

シロオビツ ツハ ナ バチ に 酷 似 す る こ とを知 つ た.従 つ て 成 虫 の 習性 もシ ロオ ビツ ツハ ナ バ

チ に極 く近 い の で は な い か と思 われ たか ら,本 種 の 放 飼 は シ ロオ ビツ ツハ ナ バ チ に準 ず る

こ と と した.

さて,上 述 の コ ツ ノ ツツ ハ ナ バ チ の 巣か ら23匹 の処 女 蜂 を得 た が,こ れ を次 の よ うな

経 過 に よつ て放 飼,実験 を行 つ た.

1955年2月8Ftか ら4～5℃ の低温室に保管.4月5日15:00に5℃ の低温室 か ら14℃ の実験

室に移 し,23匹 の処 な蜂全部 を夫々1匹 宛内径6mmの ガラス管 に入れ,入 口に泥栓 をほ どこし,予

め用 意 した遼筒 と共に約11時間後 に野外に放置 した.も とより23匹 全部にマークが附 してある・

翌4月6日 には変化 なし.翌 々4月7日 の13:00ま でに1匹 が脱出,4月8日 早朝に2匹,12:00ま

でに 更に5匹 が脱 出 した.こ の うちの1匹 は脱出後巣の近 辺で休息 してい る問 にシロオ ビツツハナバ



チ の雄 から執拗に交尾 を迫 られたが遂 に交尾を拒否,定 位飛行 して飛去つ た・4月9日12:00ま で

に更に9匹 が脱出(計17匹)・4月10日 雨・4月11日 快晴,残 り6匹 に変化 な し・4月12日 午前

中 に2匹 が脱出、 残 り4匹 は数 日後に調べた ところ死亡 していた.従 つて本実験では都合19匹 が放

飼後2日 目から7日 目までの問に野外に姿 を消 した訳である.

ところで これ らの19匹 の蜂 の うち,2匹 が4月12日 午後になつて漸 く巣 の近辺に出没 しはじめ,

うち1匹 は翌13日 午前中には定着 と確認した.放 飼後7日 を経過 している・4月15日 か ら19H午

前申 まで降雨が続 き,蜂 の活動はみ られ なかつた.4月19日 午後に2匹 目の蜂が 営巣 を開始・そ の

後4月22日 に1匹,4月25日 に憂 に1匹,共 に営巣 中を発 見,都 合 この4匹尾が定着 したのみであつ

た・一方,コ ツノツツハナバ チ用に設置 した巣箱の近 くには シロオ ビツツハ ナバチ の1群 が営巣中で

あつた・コツノツツハナバ チ処女蜂4匹 に よる営巣結果は第4表 の通 りであ る・

V.考 察

雄 産 性 処 女 生 殖 の実 証 第1表 か ら第4表 まで を通 覧 して 明 か な こ とは,シ ロオ ビ ツ ツ

ハ ナ バ チ とコ ツ ノ ツ ツ ハ ナバ チ とを 問 わ ず,処 女 蜂 に よつ て 産下 され た卵,即 ち不 授 精 卵

か らは 予 想 され た よ うに雄 が生 じて い る こ とで あ る.表 示 した各 例 に つ い て は 天 敵 そ の他

に よ る損 害 が あ ま りに も多 い た め に不 健 全 な巣 が 大 部分 を 占 め て い るの が注 意 を ひ くが,

しか し,NestNo.1の 基 部 虫 室 に み られ る雌 を除 い て は,雌 が産 下 され た と思 われ る ふ

しは 全 くな い とい つ て よか ろ う.こ の こ とは前 報 に述べ た シ ロオ ビ ツ ツハ ナ バ チ の雌 雄 の

産 み分 け の様 式 を参照 す る な らば 更 に 確 か な こ との よ うに思 われ る.

た だ 第1表 に例 示 したBeeNo.1に よつ て 営 巣 され たNestNo.1の 基 部3虫 室 の み

は 雌 に よつ て 占 め られ て い るが,こ れ らの雌 が 不授 精 卵 か ら生 じた もの で あ る な らば まこ

とに鶩 くべ き こ とで あ る。Mackenscnに よれ ば,ミ ツバ チ で は不 授 精 卵 か ら雌 が 生 まれ

る場 合 もあ る ら しいが,然 し本 実 験 の場 合 は交尾 が行 わ れ た の では な い か と考 え る方 が 妥

当 で あ るか も しれ な い.因 み に この蜂 は1954年4月27日 夕刻 放 飼 して 翌28日 早 朝 野 外

に姿 を消 し,4日 目の5月1日 午 後 に現 わ れ て営 巣 を開1.1'1した も ので,こ の放 飼 グルー プ

の中では 真 先 に 定 着 した も ので あ る.こ の蜂 の営 巣 開 始 まで の行 動 範 囲は相当 広 い ので は

な い か と考 え られ る.し か し放 飼 に 当 つ て は野 外 に雄 が もは や存 在 しな い とい うこ とを充

分 確 か め た筈 では あ つ た が,全 く1匹 もい な か つ た とは 断 言 出 来 な い か ら,も し交 尾 が 行

わ れ た もの とす れ ば,前 報 に も明 か に した よ うに,第2巣 に も雌 が 産下 され るの が普 通 で

あ るか ら,こ の場合 第2巣 に そ の解 釈 の手 が か りを求 め られ よ う.と ころ が肝 心 の第2巣

で は 第2虫 室 には 雄 が 産 下 され て い るが 第1虫 室 は ハ ン ミョ ウ幼 虫 の 攻 撃 を うけ て い る の

で,そ れ が 雌雄 の どち らで あ るか は不 明 で あ る.従 つ て この3匹 の雌 の成 因 に つ い て は納

得 の ゆ く説 明 は つ き かね る よ うに思 う.

Armbruster(1913)は ツ ツハ ナ バ チ の1種Osmiacornutaの 染 色 体 を観 察 し,8個

の染 色 体 を 有 す る不 授 精 卵 が発 育 して精 原細 胞 に染 色 体 数16を もつ 雄 に な る と述 べ た.

また,精 子形 成 で は,第1精 母 細 胞 の染色体 数 は16で あ るが,第2精 母 細 胞 で は分 裂 を

して8に な る とい う.ミ ツバ チ の精 原 細 胞,第1及 び 第2精 母 細 胞 に おけ る染 色 体 数 は 共

に16で あ る こ とは よ く知 られ て い て,そ の精 子 形 成 は 特 殊 な細 胞 分 裂 に よつ て行 わ れ る

が,ツ ツハ ナ バ チ の精 子 形 成 が ミツ バチ とは 別 個 の方 法 で行 われ る こ とは興 味 深 い.



巣の構造の変化 次に処女蜂によつて営巣された巣の構造にどんな変化があつたかを,

例えば第1表 及び第2表 に例示 した巣の うちそれぞれ第1回 目に営巣された巣について,

それ らの虫室長の変化を調べてみると次のようになる.

(Nest No. 4)  10.9.9.9.10.9.9.10.9.9.9.9 

(Nest No. 6) 11.12.11.9.8.9.9.9.8 

(Nest No. 8) 14.12.9.10.10.10.10.9 

(Nest No. 11) 10.10.10.11.13.11.8.9.11.8.10 

(Nest No. 15) 13.11.11.10.7.8.7.13.40.8 

(Nest No. 13) 13.12.10.10.10.10.8.8.8.10.9.9.7 

(Nest No. 17) 10.12.10.11.8.9.8.7.9.8.8 

(Nest No. 19) 12.12.12.12.10.9.9.10.8.10.9 

(Nest No. 21) 10.11.11.11.11.9.10.8.8.8• ? 

(Nest No. 22) 10.11.11.11.8.8.8.15.17 

(Nest No. 24) 14.13.13.13.12.12.10.10.10.9.11 

(Nest No. 31) 12.12.12.13.15.12.11.13.11.12.13

シ ロオ ビ ツ ツハ ナ バ チ の巣 で は第1虫 室 か ら最 終 虫 室 に 向つ て 虫室 長 の逓 減 が み られ る

の が普 通 で あ る.著 者 が1957年 に例 示 した1例(九 大 農 学 芸 誌,16(2):196)で は 虫 室

長 は12・12・12・12・12・12・11・11・10・9・9・9・9・9・8・8・8・8・7と なっ て い

て この 法則 が顕 著 に認 め られ る.と ころ が上 掲 の表 中で は1,2を 除 い て は この法 則 が 曖 昧

となつ てお り,特 にNestNos.4,11,15,22,31の5巣 で は 虫室 長 に は殆 ん ど変 化 が み ら

れ な いか 或 は 極 め て不 規 則 か の どち らか で あ る.

吏 に最 も鶩 くべ き変 化 は,虫 室 と虫窒 の間 に空 室 が 存 在 して い る巣 が 見 出 され る こ とで

あ る.即 ちNestNo.15,No.29と コツ ノツ ツハ ナバ チ の 巣NestNo.4に 夫 々1個 宛

の空 室 が あ る.ツ ツハ ナ バチ 類 で は正 常 な場合 この よ うな現 象 は 殆 ん ど起 り得 な い こ とで

あ るが,本 実 験 の 場 合 虫 室長 の変 化 と相 丁 つ て,虫 室 間 に空 室 が み られ た こ とは,そ の第

1の 原 因 は 活 動 期 の ず れ に よつ て もた らされ た 異常 環 境 の 影 響 に よ る と 考 え られ るの で

あ る.

蜂 の行 動 の 変 化 活 動期 の ずれ が蜂 の行 動 に及 ぼ した 最 も大 き な変 化 は,出 巣 か ら帰 巣

まで の外 役 の時 間 が 著 し く延 長 され た こ とで あ る.こ れ は1955年 度 の実 験 で は特 に顕 著

にあ らわ れ,第2回 の放 飼(第1回 の 放 飼 よ り1週 間 後)で は 第1回 よ りも,第3回 の放

飼(第2回 の 放 飼 後 更 に1週 間)で は第2回 よ りも この傾 向 が強 く,従 つ て 営巣 能 力 もそ

れ につ れ て 衰 え て い る.こ れ は平 常 よ りは 相 当 高 い温 度 下 で 活 動 す る よ うに強 い られ た か

らそ の 影 響 もな い とは い え な か ろ うが,蜂 の 飛 翔 速度 や動 きな どに は全 く変 化 が なか つ た

こ とか ら考 え る と,こ の変 化 は主 と して時 期 のず れ に よ る花 粉 ・蜜 源 植 物 の缺乏 が 最 大 の

原 因 で あ る と思 われ た.

面 白 い こ とに は,花 粉 ・蜜源 植 物 の缺乏 は 蜂 に仕 事 の分 化 を強 い る こ とにな つ た.正 常

の場 合,本 種 の訪 花 植 物 は ナ タ ネで あ つ て,ナ タ ネ以外 の花 を訪 れ る こ とは 滅 多 に あ り得

な い.と ころが ナ タ ネの花 が終 る 頃 に は クロー バー が 開 花 す るが,こ の 時 期 に は ミツバ チ



は圧倒的にクローバーを訪花するようになるがツツハナバチは依然 としてナタネに執心を

示すのである.ツ ツハナバチの口吻は相当に長いからクローバーの花から吸蜜することに

は不便はないが,花 粉をventralscopaに 集める関係からクローバーの花粉を集めること

には不向なことからみてもこの間の事情は納得がゆく.と ころがもつ と時期が;poそくなつ

てナタネの花がなくなると,シ ロオビツツハナバチは先ず クローバーの花で吸蜜してから

他に花粉を求めて飛去つてゆく.こ の事実は1955年 度 の実験で多数観察された.こ のと

きシロオビツツ ハナバチが集めてきた花粉は ニセアカシヤ(推 定)の ほか数種あつたが,

残念乍らそれ らを明かにすることはできなかつた.

さて,コツノツツ ハナバチの場合には,そ の習性は未知ではあるが,本実験 下の観察で

特に注意をひいたのは,出 巣から帰巣までの外役時間や巣内にとどまる時間が長短極めて

不規則なことであつた.こ れはシロオビツツハナバチの活動期を大巾にず らした場合の行

動によくにているが,コ ツノツツハナバチの場合 は4月5日 夕刻に放飼 し,4月 中 ・下旬

に主 として活動を行つたのであるか ら,こ れは強ち活動期のずれによるとは言えないよう

である.こ のような不規則な行動が本種の正常な習性であるとは到底考えられないから,

原因は別に求められようが,こ こにはその事実を記述す るに留めたい.ま たコツノツツハ

ナバチの虫室はすべてナタネの花粉で満たされていた.軽 井沢で得 られた巣を調査 した結

果では,巣 中に残存する花粉からは種名不詳の1種 を得たのみでナタネ或はナタネに類似

した花粉さえも検出されなかつたことは興味深い.

天敵の増加 第1表 では特にツチハンミョウ幼虫の加害が注目されるが,本 種は平年の

営巣活動期にはその加害をみとめていないから,本 種の加害は明かに活動期のずれによつ

てひきおこされた変化である.但 しツチハンミョウの第1令 幼虫は虫室 に侵入するや直ち

に卵を攻撃して後或程度は発育するが,そ の後は満足な成育をとげることはできない.

また第2,3表 によれば細菌性と思われ る病気によつて多数の幼虫が侵 されていることが

わかる.更 に多数の卵が孵化 することな く死亡している事実 が注意をひくが,こ れも平常

の場合には殆んどみかけないことである.

VI.摘 要

1.シロオビツツ ハナバチの越年中の雌蜂を5℃ 前後の低温処理によつてその活動期を

ほぼ1ヵ 月お くらせ,野 外で雄が死滅した頃を見計つてこの雌蜂(処 女蜂)を 放飼 して営

巣産卵させた.

2.そ の結果シロオビツツハナバチの雄産性処女生殖を確認 した.

3.但 し1954年 度 の実験 では1つ の巣に3匹 の雌蜂が存在 したが,こ の雌蜂が不授精

卵から生じたものか或は実験 の失敗によるのかは明かでない.

4.こ の実験 の弱点を補 うために,本 州産のコツノツツ ハナバチの処女蜂を放つて営巣

産卵させ,そ の結果本種においても雄産性処女生殖の存在を知つた.



5.活 動期をお くらせたシロオビツツハナバチの処女蜂によつて営巣された巣の虫室長

は不規則とな り,正 常の場合にみられ る虫室長の逓減が不明瞭となつた.ま た虫室間に空

室が設けられた巣 も現われた.

6,更 に活動期がずれたことによつて(a)花 粉 ・蜜源植物が缺乏 した結果蜂の営巣能力

が衰え,し かも花粉と蜜は別個の花から採集するようにな り,(b)天 敵 として新たにツチ

ハンミョウが登揚し,細 菌性の病気によつて死亡する幼虫が増加 し,(c)卵 が孵化 せずに

終つたものが多数認められた.
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Summary 

   The purpose of the present paper is to prove the occurrence of the arrheno-

tokous parthenogenesis in Osmia excavata All ken and Osmia cornifrons (Radosz-

kowski) by means of the biological experiments. The principles of experiments 

arc (1) to liberate the virgin females which are controlled under low tempera-

ture conditions to the field later than their normal flying season, or (2) to liberate 

the virgin females of the newly introduced species to a habitat where the species 

does not occur. The first method was devised for Osmia excavata and the second 

to Osmia cornifrons. It is clear that Osmia cornifrons has never been found in 

Kyushu. Accordingly, the liberation of the virgin females of this species in 

Kyushu may afford a valid key to prove the occurrence of parthenogenesis. 

   A preliminary experiment by the first method for Osmia excavata was suc-

ceeded in 1954 (see Table 1), but the following summary is the result of experi-

ments conducted in 1955. 

   On February 8, 1955, the overwintering adult females of Osmia excavata were 

put into the thermostat regulated at 4---5°C. They were 60 in number, devided 
3 groups containing 20 bees each. The first group of the red marked bees was 
liberated on May 9, at 10: 00 (fine, 20'C), transfering immediately from the 

thermostat (5'C) to the field. Then, 7 out of 20 flew away soon, and 13 bees 

early next morning. After all, 14 females were established until May13 after-

noon. The results of their nesting activities were shown in Table 2. 

   The second liberation of the white marked bees was practised a week later, 

on May 16, at 16:00 (fine, 26°C). In this case, 17 out of 20 flew away early 

next morning, 1 at noon, and the rest on May 18 morning. Among these, only 

5 bees were established. The results were shown in Table 3.



   The third liberation of the yellow marked bees was conducted a fortnight 

later from the first one, on May 23, at  noon(fine, 25°C), transfering immediately 

from the thermostat (5-7'C), too. In this case, 10 out of 20 flew away on that 

day, and the rest next morning. Although 8 out of 20 established, none of them 

completed a nest or a larval cell with only one exception. For example, one 

bee began nesting on May 25 morning, but her first egg was deposited on May 

31 evening. Thus, it took about a week to construct a single larval cell! It seem-

ed probable that these unhappy results were caused principally by the lack of 

pollen and nectar at that time. 

   The second method for Osmia cornifrons was conducted as follows : 

   A short series of nests of Osmia cornifrons was collected at Karuizawa, 

Honshu, in the summer of 1954. From these, 23 females were obtained. On 

February 8, these (overwintering) females were put into the thermostat regula-

ted at 4-5°C. The liberation was conducted on April 5. In this case, 19 out of 

23 flew away within a week and 4 found to be dead. Among these, only 4 were 

established. The results were shown in Table 4. 

   It is concluded through Tables 2 to 4 that the males of Osmia excavata and 

Osmia cornifrons are produced from the unfertilized eggs. 

   It is of great interest to note that the following facts were clarified by the 

liberations of virgin females of Osmia excavata during the off season. 1. The 

structure of the nests were confused. Namely, (a) the lengths of larval cells 

were proved to be irregular, making a remarkable contrast to the normal nest, 

in which the larval cells became shorter towards the entrance, and (b) an 

empty cell was built between the larval cells. 2. Owing to the shortage of the 

suitable pollen and nectar, (a) the nesting abilities of female bees were decreased 

and (b) most of bees were forced to divide their labours. For example, the 

female bees of Osmia excavata are used to collect pollen and nectar simultaneously 

from the flowers of Brassica. While, in the off season of flowering period of 

Brassica, it was frequently observed that she sucked honey from the nectar of 

the flowers of white clover, and then flew away for searching pollen. Several 

kinds of pollens (undetermined) were detected in these cells. 3. The parasi-

tism of the larvae of a species of Meloid beetles was newly observed. 4. Many 

larvae were killed by the decease caused by an unknown bacterium. 5. Many 

unhatched eggs were recorded beyond expectation.


